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今
年
度
も
、
文
部
科
学
省
に
よ

る
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を
対

象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
本
調
査
に

は
、本
町
の
小
学
校
６
年
生
６５
人
、

中
学
校
３
年
生
６４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
義
務
教
育
の
機

会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
の
観

点
か
ら
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の

学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析

し
、
教
育
施
策
の
成
果
と
課
題
の

検
証
・
改
善
を
行
う
こ
と
で
、
学

校
で
の
児
童
生
徒
へ
の
教
育
指
導

の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善
な
ど

に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

本
調
査
で
測
定
で
き
る
の
は
学

力
の
特
定
の
一
部
で
あ
り
、
学
校

教
育
の
一
側
面
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
結
果
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
調
査
の
概
要

◦
実
施
日
…
平
成
27
年
４
月
21
日

◦�

調
査
の
内
容
…
小
学
校
、
中
学

校
と
も
５
教
科
と
質
問
紙
調
査

◦�

教
科
…
国
語
Ａ
、
算
数
Ａ
・
数

学
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
算
数
Ｂ
・
数

学
Ｂ
、
理
科
（
Ａ
は
主
に
「
知

識
」
に
関
す
る
問
題
、
Ｂ
は
主

に
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題
）

◎
結
果
の
概
要

　

小
学
校
６
年
生
は
、
国
語
Ａ
を

除
い
た
４
教
科
で
全
国
平
均
正
答

率
を
上
回
り
ま
し
た
。
国
語
Ａ
も

全
国
平
均
と
同
様
と
い
う
よ
い
結

果
で
し
た
。

　

中
学
校
３
年
生
は
、
５
教
科
す

べ
て
で
全
国
平
均
正
答
率
を
上
回

り
、
大
き
く
改
善
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

○
改
善
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ

　

小
中
学
校
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

成
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た「
活
用
」

に
関
す
る
問
題
（
Ｂ
問
題
）
で
改

善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
無
解
答
率
が
少
な
く

な
り
、
粘
り
強
く
問
題
に
取
り
組

む
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
中
学
校
で
は
、
全
国
の
下

位
２５
％
に
入
っ
て
い
る
生
徒
の
数

が
減
少
し
ま
し
た
。

【
質
問
紙
調
査
か
ら
】

―
自
尊
感
情
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
児
童
生
徒
の
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
の
低
さ
が
問
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
質

問
紙
調
査
の

◦�
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
う
か

◦�
将
来
の
夢
や
目
標
を
も
っ
て
い

る
か

◦�

人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た

い
か

◦�

人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に

な
り
た
い
か

と
い
う
設
問
で
は
、「
そ
う
思
う
」

と
い
う
回
答
が
全
道
・
全
国
よ
り

も
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

―
家
庭
で
の
過
ご
し
方

　

一
方
で
、
家
庭
学
習
の
時
間
の

長
さ
や
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
の
時
間

の
長
さ
に
つ
い
て
、
小
学
校
６
年

生
は
改
善
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
中
学
校
３
年
生
で
は
、
学
年

に
見
合
っ
た
学
習
時
間
と
し
て
は

短
く
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間

も
全
道
・
全
国
に
比
べ
て
長
い
傾

向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
今
後
に
向
け
て
】

学
力
に
つ
い
て

　

学
力
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
の
指
導
改
善
の
取
り
組
み
や

各
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み

の
成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
問
題
の

意
図
を
正
確
に
「
読
み
取
る
」
こ

と
や
、「
自
分
の
考
え
」
を
文
章

で
「
記
述
し
て
説
明
す
る
」
設
問

で
は
、
依
然
と
し
て
課
題
が
見
ら

れ
ま
す
。
各
学
校
で
は
課
題
を
明

確
に
し
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
計
画
・
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

　

質
問
紙
調
査
に
は
、「
地
域
の

行
事
に
参
加
し
ま
す
か
」
と
い
う

設
問
が
あ
り
、
本
町
で
は
「
参
加

す
る
」
と
い
う
回
答
が
小
中
学
校

と
も
に
、
全
道
・
全
国
よ
り
も
高

い
点
が
特
徴
的
で
す
。
地
域
の
大

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
尊
感

情
も
育
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

時
間
に
つ
い
て

　

学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
家
庭
学

習
の
時
間
が
学
年
に
見
合
っ
て
い

な
か
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム

の
時
間
が
長
か
っ
た
り
と
い
う
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所

持
率
が
高
く
な
る
こ
と
、
部
活
動

と
学
習
の
両
立
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
自
分
の
時
間
を
自
分
で

管
理
す
る
力
が
一
層
求
め
ら
れ
ま

す
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

個
々
の
児
童
生
徒
の
回
答
か
ら

は
、
学
習
へ
の
興
味
や
生
活
意
識

に
お
い
て
、
個
別
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
状
況
も
見
ら
れ
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
対
応
も
急
が
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
他
者
に
対
す
る

思
い
や
り
の
心
と
、
自
己
を
自
律

的
に
管
理
す
る
力
を
育
て
る
た
め

に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮
し
て
連
携
し

あ
え
る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

調
査
結
果
の
お
知
ら
せ
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昨年の標茶町総合表彰式

！ ！
！！！学校
の取組

標茶小学校

　

今
年
度
も
《
学
校
・
子
ど
も
・

保
護
者
》
の
三
者
が
共
に
手
を
取

り
合
い
、『
自
り
つ
（
律
・
立
）

し
た
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
』
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
中
の
い
く
つ
か

を
紹
介
し
ま
す
。

■
少
人
数
指
導

　

３
年
生
以
上
の
算
数
で
は
、
担

任
の
ほ
か
に
少
人
数
担
当
教
員
が

加
わ
り
、
き
め
細
や
か
な
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
、

「
自
分
に
合
っ
た
学
習
が
で
き
る
」

「
分
か
り
や
す
い
」
と
意
欲
的
に

学
ん
で
い
ま
す
。

■
放
課
後
学
習

　

木
曜
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自

主
的
に
残
っ
て
、
補
充
的
な
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
授
業
で

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
や
理
解
が
不

十
分
だ
っ
た
問
題
は
、
担
当
教
員

か
ら
指
導
を
受
け
て
そ
の
場
で
解

決
で
き
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
学
び
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

■
読
書
活
動

　

一
人
一
人
の
読
書
活
動
を
記
録

す
る
「
読
書
す
ご
ろ
く
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
図
書
館
の
協
力

の
も
と
「
お
は
な
し
会
」
で
読
み

聞
か
せ
を
聞
き
、移
動
図
書
や「
と

も
し
び
号
」
で
た
く
さ
ん
の
本
と

出
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
読
書
習

慣
の
定
着
を
目
指
し
ま
す
。

■
体
力
づ
く
り

　

体
育
の
授
業
時
間
に
は
、
全
学

年
で
「
縄
跳
び
」
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
体
ほ
ぐ
し
・
体
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
取
り
組
み
な
が

ら
、「
走
力
の
向
上
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

■
生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
づ
く
り

　

こ
れ
ら
学
校
の
活
動
に
加
え
て
、

各
家
庭
の「
生
活
リ
ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
」

「
家
庭
学
習
の
ス
ス
メ
」
へ
の
協
力

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
着
実

な
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
五
十
石
橋
は
、
昭
和
４１
年
に
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
４３
年

に
橋
長
２
５
０
ｍ
の
永
久
橋
（
※
）
と
し
て
完
成
。
雨
の
中
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

以
前
の
五
十
石
橋
は
橋
長
５４
ｍ
、
幅
４
ｍ
の
小
さ
な
木
橋
で
し
た
が
、
昭
和
４１

年
の
架
け
替
え
工
事
で
は
、
釧
網
線
の
陸
橋
も
併
せ
て
施
工
し
た
た
め
、
道
路
の

線
形
を
大
幅
に
変
え
る
大
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
写
真
右
手
の
山
を

一
部
切
り
崩
し
、
土
砂
は
釧
路
川
堤
防
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
し
い
五
十
石
橋
を
作
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
見

慣
れ
た
風
景
や
橋
も
消
え
、
新
た
な
景
色
が
生
ま
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
何
気
な

い
景
色
は
、
い
つ
の
間
に
か
失
わ
れ
、
変
化
し
て
い
る
も
の
で
す
。

※
永
久
橋
…
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
構
造
の
橋

「
五
十
石
橋
の
竣
工
記
念
式
典
」

撮
影
／
昭
和
43
年
10
月
10
日

場
所
／
五
十
石

所
蔵
／
郷
土
館

し
べ
ち
ゃ
寫
真
館

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■事業期間 平成 27 年 12 月～平成 28年 3月 

■作業内容 町民スケートリンク造成・維持・管理 

／町有施設塗装改修／他 

■申込要件 標茶町に住民票がある方／夏場仕事をして

季節的な理由で失業された方／短期雇用特

例被保険者の資格は問いません 
 

 ※初めて申し込む方は、出資金 1000 円がかかります。 

標茶高齢者福祉企業組合

参加の申し込み・お問い合わせはこちらまで

080-2875-4059 

090-8896-5534

がはじまります

標茶厚生勤労者企業組合

担当 中野

担当 鈴木

冬期雇用対策事業
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■日時／12月20日㈰、午前10時30分～
サンタクロースを主役に、折り紙で絵作りを楽しん
でみませんか？
組み合わせによってオリジナル作品ができます。
対象は小学校３年生以上で、定員は10人です。
事前に図書館に申し込みください。

■期間／12月１日㈫～25日㈮
「クリスマス」「サンタクロース」をテーマにした絵
本は数知れず。
クリスマスの絵本、読みくらべてみませんか？

折り紙でクリスマス

クリスマスの絵本展

内田千代子さん（川　上）の作品

文芸作品
みんなの 

作品展

掲載希望の方は、イラスト・詩・絵
画・写真ほか何でも結構ですので、
作品に住所・ 氏名を記入の上、次
のところまでお寄せください。
〒088-2312　川上４丁目２番地

役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ち
しています

図書館だより
☎485-2300

■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
休　館　日：月曜日・祝日

絵
手
紙
の
会馬

場
　
恵
子
さ
ん
（
上
多
和
）
の
作
品

川
　
柳
（
標
茶
川
柳
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
食
卓
に
自
家
製
野
菜
勢
ぞ
ろ
い　
　
　
　
　
　

大
沼　

良
治

◦
サ
ン
マ
不
漁
大
根
お
ろ
し
所
在
な
げ　
　
　
　

佐
藤　

教
子

俳
　
句
（
標
茶
菱
の
実
吟
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
天
も
地
も
洗
い
浄き
よ

め
て
秋
嵐　
　
　
　
　
　
　

中
本
ア
キ
子

◦
せ
わ
し
な
く
牛
追
う
家
族
冬
の
暮　
　
　
　
　

石
川　

陽
三

短
　
歌
（
自
生
林
短
歌
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
明
後
日
が
明
日
に
な
っ
て
今
日
に
な
る

　

朝
日
輝
く
ひ
孫
に
会
え
る　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

教
子

◦
分
か
ち
ゐ
る
生
き
て
る
事
の
喜
び
を

　

人
の
ぬ
く
も
り
こ
れ
か
ら
先
も　
　
　
　
　
　

伊
藤
美
代
子

◦
愛
し
子
は
ミ
ル
ク
呑
み
た
る
未
来
へ
と

　

小
さ
な
手
に
は
平
和
で
あ
れ
と　
　
　
　
　
　

大
山　

弘
子


